
(右の図は上に示す浸透水の

力を作用させて地すべり概成

前の地盤の破壊を再現したも

のです) 

(右の図は地すべり防止対

策終了後に予測される地盤

の動きをもとにして地すべ

り対策概成後に注意すべき

領域を示しています) 

(右の図は地すべり防止対

策終了後に予測される地盤

の動きをもとにして地すべ

り対策概成後に予想される

注意すべき領域を示してい

ます) 

 
 農地等斜面災害を広域予防保全するためには、農地における変状の早期発見や発生初期の対策など、被

害拡大を抑えるための予防保全行為を迅速に行うことが重要です。しかし、災害発生初期の兆候や、斜面

災害の進行と地表に現れる変状との関連など、予防保全行為を行うために必要な基礎情報について、十分

に蓄積・分析が行われていないのが現状です。そこで、傾斜地農地の地すべり災害軽減に適用可能な応力

変形解析手法を開発するとともに、きめの細かい地すべり斜面の変形・破壊予測を通じて要監視区域を概

定することにより地すべり対策概定後の予防保全を有効に行うことを可能としました。 

 

 

 
中山間地域において直轄地すべり対策事業が完工し、行政主体と地域住民合同の地すべり管理が行

われている現地を調査・解析対象とし、すべり面粘土・崩土に相当する風化泥岩を採取し、すべり面

での土の強さを精度良く測定できる試験機（高精度リングせん断試験機）を用いて測定した物性値を

用いて実状に即した農地斜面の移動予測を行っています。 

   農地斜面内部での地下水の流れを推定し、薄層のすべり面、地盤内各部に作用する力を推定する方

法を工夫して土の自重と併せて荷重として作用させてシミュレーションを行っています。 

   地すべり崩土内部での変形の局所化を伴う進行的な破壊と、過去のすべり面に沿った再活動を適切

に考慮できる応力変形解析手法を用いることにより、傾斜地農地における地すべりの詳細な移動を予

測して、要監視区域の概定を行い、地すべり対策概後の予防保全の方針を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ふもとの棚田から見上げた地すべり）（現地採取したすべり面粘土の高精度強度試験） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

流速ベクトルのスケール
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   （問合せ先）農研機構 農村工学研究所 施設工学研究領域 広域防災担当 

           〒305-8609 茨城県つくば市観音台 2-1-6 TEL:029-838-7670 

(調査現地：広島県神石高原町)
(リングせん断試験機 

 WF25800 Wykeham Farrance 社製) 

（農地斜面の各部で生じる土の移動を詳細に表現している解析の結果） 

 

すべり面における塑性変位 崩土内の最大せん断塑性ひずみ 

     20.0 %      1.0  m 

崩土            基盤 

 

（すべり面にかかる浸透水の力を工夫して求めた解析の結果） 

地すべり対策地区における応力変形解析手法を用いた予防保全 

地すべり対策概成後に注意すべき領域 

20.0 % 0.2 m


